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、く　 顔　　 許由鐘 （届　 血の提出 ∴壬　 び記載上の注意 ・
′ヽ　　　　　　　　　　　 口 「；＿

■
辣

繰出

至撤

記　 載　 上　 の　 注　 意

‾ －　 し

麻

薬

免

く

許 一申 請 書

敷板 4，600 円）

ユ旦 4．‾1 畢在

1 1・麻薬業務所には主 として研究に従事する麻薬研究施設 について記載

ます。

2 免許 の資格及び番号の欄は、咳当する資格 を○で囲み、免許番号及び免
許年月 日縄 載 します○咳 当する資格がない場合は二重線 を引きます。

3 帽 者綿 棒垂型 当咳事実が帥 ときは rな し」と禦 畦 場

研

究 添

1 免許 証の写 し又

は本紅 く新規のみ）

1 咳当する．資格がある場合に添付 します （有効期間満了に伴 フ再申請の

合には添付は不要です．）。

2　 申締着の垂断書 1 払 ・　 －は r精神機能の線審の有無」と 鳩 薬と覚せい剤の　 の
者

免 －

許

1 一笑　 －　　 1、
が血 で

立 像　 日から 3 か月以内のものが有効 で± L

3　 申汚者の履歴書 ■ 1 最終学歴及び申輔暗までの椴歴 を紀載 します。
申 付

4　 研究 日輪見書 1
別耕 一研究 日醜見書の紀載方軌 を参考に作成 します。

A　　 部長
請 5 麻薬研究施療牧

暮
1 株葬会社等の捷人の猿合は代表者、周 公立大学の場 合は学長又は学 部

の向意が必要です．薪

規 書

荘者 の研究同意

6 研究 を行 う場所
の平面図

1
J
麻魂保管庫の位卑 を明示 します。　　 一．

A　 ＝ ます

●

再

申

堕 蘇

7 麻薬保管庫甲立
体図

1 1 鍵の状取 材質及び固定方捷 （真土金庫の那 は壬暮）を明印 し ・・

牢 寸漁を明草します。
麻薬偉管舶 、下記アか らエまセを満たすことが単葉です。

．ァ 釧 郵で施緋 傭 （鍵は 2 カ所が望ま しい。）があるものと■・す ること。
※ スチ⊥ノヒ盤 のロッカー、事務机の引き出しは峯互
イ の雷雲 と諾 至雷：移動不可能な圭l （目安として概ね 5 0 k ■如 ’

ウ 施鐘ので きる垂内に散在すること。 ・

干 麻糾 細 る羊とト　 ▼ 度そ

そ
の

麻 醸 渡 許 可 申 稚 書

（手数料 無料）．
2 麻薬研究地紋の牧狂者が麻薬を他の者に味汝する辞令にはその都

の麻薬研究地殻 をザ樺すろ地方厚生局長の許可を受けなければな りませ
ん。

ます他
申
稚，

添
付

1 免許 l旺の写 し 2 ＿ 嬢汝人及び琴汝先それぞれの麻薬取扱者免許柾の写 しを添付 し 。

ミ　 究日♯ 書
頼・
F ‾‾‾‾由 紬 倫 え書 2 醸汝先が麻薬研究者？替部 こは、醸汝先の麻薬研究者力作成 した研

倫見暮を添付 します。
紀
強
．免許証取載事項変更届 1 去 警謁 最戸芸選 管芸 し畏芸昆 已謂 鮎 差す妄せん… 、哀 しし

事
項
変
ま
届

添
付
事
辣

麻薬研究者免許証

●

1 ＿ 1 麻薬研究考免許征 （本柾）を添付 します。変更事項を書換えてお

ます．

2 従前の免許証を亡失筆のため添付できないときは、別準再交付申緒 （有
料）が必要 とな ります。

、 ≠ ん研 （業務）廃止届 1 1 この届臥 研究廃盤後 1 且 目岩 に捷出 しなければ 苦りませ 。

2 ・嘩薬研究者免野紅 （本柾）を添付 します。

、　 な 中▼よ り麻薬
研

究

廣

麻 く由有届 1 千慮 既 品 濃㌫ 蛋 遥 遥 豊蒜号I言月 £ 、に

提出しなけれ ばなりませ～○

2 在庫がか 傾 合でも提出しなければな りません。
、 払 一 光務

＿ヽJ′
廃

止

麻
ヽ
薬譲渡届

●

1 研究廃止後 5 0 日以内に東京都内の麻薬営業者、麻薬診療施即 開牧葛

又は麻薬研琴施琴の紋厚着に麻薬を嬢 り渡す場合に提出します （塵産後上

旦基地 に如 しなければ重 りません。）三 、・、 腐 蝕
届

等
麻 ヽヽ＿
薬廃棄届 1 、薬静恕 琴 準 碍 ㌫ 豊濫 造 ができ

ない虫I創 ま ▼止‘一5 0 日£ に提出 します。

※ 麻薬帳辞 と廃棄する麻薬を持参 してください。

、 － 、 ま 記森口に御株終願います
※ 手

き

畿改料等 は変更になる場合

一　 ま 直

がござV

口にお

、ます。また、上記以外の申緒等につV て l 下 p ′、、 －　 。

、越 しいただくようお願いしまt 里長

東

兼

妻

ノ

書等の 捷 l

、都新宿 区西新宿 2 － 8

、都福祉保健局健康安全

′ヽ －ヽ

－ 1
室井務盲

東京都庁第丁本庁舎 2 ・1階北側 （〒 1 6 3 － 8 0 0 1 ）

果薬事免許係



様式③

研窄同意書の記載方法
I

研究 同 意 書

当大学教授0 0 0 0 が、 ××研究室において、研究 目論見書 に従い、

票 慧 ※を使用 して、研究する与叩 同意す る。

覚 せ い 剤

覚せい剤原料 一

また、同研究に助手△△△△が同研究に参加することについても同意す る。

平成 年 月 日

東京都知事 殿

学校牲人 0 0 大学

理事長 ロロロロ

● t

（ 注意） ．
用 紙 の大 き さ駄 目本工業 規格 A 4 判 とします。

L  l ■ － ■ ■ ■ ■

理事長

公印

用布柘 ∨ノノ＼ 亡 ⊂ rd・ヽ H ′T ’■▲‾パ、′y U け一‾‾ ▼ ’’ ‾麻薬 、大麻、覚せい剤又蛸 せい剤原料の うち研究で使用す る薬物を記載 します（※印）。

研究 同意者 は、研究を行 う施設の設置者です。

例）株式会社など法人の場合 ：代表者
■

国公立大学の場合 ：学長又は学部長
●



免許
番号

麻薬研究者免許申請書

潔

♯

為

し

な

い
叫

合

は

「
な

し

L

と

紀

l

し

、

故

当

す

る

叫

合

は

※裏面「注意事項」の確認、診断書の記載もれに御注意 ください

ヽ

所 在 地

〒

東京都　　 区郡　　　 丁 目
市

番　 号

番地

麻 薬 業 務 所

名　　 称
「臥　　 （ ・）

従として研究に従事
所 在 地

する麻薬研究施設 名　　 称 ’払　　 （ ）

免 許

及－び

の 資・格

I 番 号

医師 、 歯

獣 医 師 、

芸 荒 冨 第　　 号 一空月雷 ，至蓋
年　　 月　　 ■日

申
請

（1．）法第51条第 1 項の規定たよ り免許を取消 された こと。 暮
葡

P者
の
（2）罰金以上の刑 与こ処せ られた こと。

－1つ注
意

欠
格
条

ゆ 医事又は薬事 lこ関す る法令又はこれに基づ く処 分に違反 したこ と。 項
L＿
の項

・（4）琴見開始の審串けを受けてい るこ と。 3
の
と

備 考
お
り
紀
七

上

＼

東 ．

記 の と

平成

年所 －

⊥一兄

お り免 許

年 ‾ 月

都 知

を 受 け た い の で 申請 しま す 。

日

若悪 霊郡 丁 目

ふりがな
氏名　 ㊥

事 殿

垂　 号
泰地

号室

し
て
く
だ
さ
い
○



診断 書

氏名 性別 男 女

生年 月 日
大正
昭和

年月 日 年齢 才

上記 の 者 に つ い て 、 下 記 の とお り診 断 します 。

1 精神機能

精神機能の障害
□ 明 らか に該 当な し □ 専 門 家 に よ る判 断 が必 要

専門家に よ る判 断が必 要な場合 において診 断名 及び現 に受 けてい る治療 の内容
並びに現在 の状 況 （でき るだ け具体的 に）

2 麻薬 中毒又 は覚せい剤 の中毒
□ な し □ あ り

診断 年 月 日 平成 年 月 日

病院 、診 療所又 は
介護老人保健施設
等の名称

医師

所在 地 「 血

氏名 ㊥

注意事項 ［鼻糞亜盈重畳塾生産屋】
1 麻 薬業 務所 の所在 地・ 名称・ 申請者 の住所・ 氏名 は、いずれ も省略 しないで、正
しい文字 で記 載 して くだ さい。 不 要 の文字 は ＝線 で 消 して くだ さい。

2 免 許 の資格 及 び番 号 の欄 は、該 当す る 資格 を○ で 囲み 、 そ の番 号 と免 許 年 月 日を
記 載 し、 新規 に 申請 書 を提 出す る場 合 は 、 当 該免 許 証 の本 証 又 は写 しを持 参 して く

だ さい。（免 許 の 有効 期 間 中 に再 度 申請 をす る ときは必 要 あ りませ ん。）

該 当す る資格 が な い場合 は、番 号 の欄 に＝線 を引 いて くだ＿さ＿史㌔」

3 申請者 の欠 格 条 項 欄 に は 、 当該事 実 が な い場 合 は 「な し」 と記載 し、 当 事実が

あ亙基金j主」＿吐と遡⊥塑 星旦盈退塾艶皇也監生且且 」ゝ吐盈⊥生色星⊥剋＿二＿塾生塵
産室且旦盈豊里塾生旦塵且⊥星追艶廷を藍吐亘＿芸＿と鑑払≦＿旦ユ生温全旦皇旦生旦＿旦」

幽

4 診断 書 の有効 期 間 は、診 断 日を含 め て 3 か月 間 です。

5 申請 書 の 添付 書類 と して 、①研 究 申請者 の履歴 書② 研 究 目論 見 書③ 麻 薬研 究 施

設 の設置者 の研 究 同意 書④ 研 究 を行 う場 所 の 平面 図 （麻薬 保 管庫 の位 置 を明記 ）

⑤麻 薬保 管庫 の 立体 図 （材 質 、 寸法 、鍵 の状態 及 び 固定方 法 を明記 ） を提 出 して

くだ さ い 。

6 申請 手数 料 ￥4 ．600 （平成 18 年 4 月 1 日現在）

7 免 許 の有 効 期 間 は 、免 許 の 日か ら、そ の翌年 の 12月 31 日まで で す。 引 き続 き免 許

を希望 され る場 合 は、再 度 申請 が必 要 とな ります 。

〔 問い合わせ先〕 ◆ 東京都福祉保健局健康安全室薬務課薬事免許係
電 話 03 （5 32 0） 4 50 3 ダ イ ヤ ル イ ン

尾 7 昏
書lパルプt●●乃ヽ■土l暮t■していtT



様式②

研究 目論見書の記載方法

研究 目 論 見 書

平成 年 月 日

研究施設の所在地

研究 施設の名 称

研究 者 の 住 所

研究 者 の 氏 名

東京都知事 殿

印

私は、 麻薬及び向精神薬取締法第 3 条第 2 項第 8 号に基づく麻薬研究者 ※1

大麻取締捷第 5 条第 1 項に基づく●大麻研究者

覚せい剤取締法第 3 条第 1 項第 3 号に基づく覚せい剤研究者

覚せい剤取締法第 3 0 条の 2 第 5 号に基づ く覚せい剤原料研究者

として 、下記 の とお り研 究 を行 い ます 。

記

1 研究題 目

2 研 究又は実験の内容
内容はできるだけ具体的かつ簡潔に記載 します。・

なお、下記①か ら③までについては必ず記載 して くだ さい。

① 合成を行 う場合臥 ／その反応式

② 機器分析を行 う場合は、その装置又は機器の種類

③・ 実験動物を使用する場合は、動物の種類と年間使用予定頭数

3 研 究期間※2

平準 年

平成 年

月

月

日か ら

日ま で

4 使用する麻薬 （麻薬、大麻、覚せい剤又は覚せい剤原料）の品名及び年間使用予

定数量

5 そ の他参考 となる事項

（ 注意）

用紙 の大 きさは、 日本工業規格 A 4 判 とします。

麻薬、大麻、覚せ い剤又は覚せい剤原料 の うち該 当す る研究名 を記載 します （ ※ 1 印）。

免許又 は指定の有効期 間の始期 （新規の場合は「免許又は指定の 日か ら」 と記載 します 。）

及び免許又は指定の有効期間の終期の範囲内で記載 します （※ 2 印）。

添付資料がある場合は、折 り上が りA 4 判 と し、左 綴 じとします。

●

一′



履歴 事

平成 年 月日現在

ふ りが な
■－ ■ － － － － － － － － － － － t■ ■ ■

氏 名

明治

大正／

昭和

ふ りがな
－●■ － － 一－ 一 一－ －■ － － － － 一 一■ ■■ －

現住 所

－＝■－‥－‥ ‥ ‥ 一一－‥ －－‥‥ ‥ ‥‥ －‥ ‥ －－－‥ ‥ ‥ －－‥ －＝●

年月 日生 （満

－－＝ －‥ －－－‥ －－－‥ －－－‥ －‥ －一－‥ －… 一一－－‥ … －－－－－－■

■■■■■■

電話

（

男・ 女

印

歳）

局

番

方呼出）

年与 年 月
最　 終　 学　 歴　　 卜　 職　 歴

l

事

l
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